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催
し
て
お
り
、「
久
々
に
」
ブ
カ
シ
に
戻
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
今
回
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
午
前

と
午
後
に
分
け
、
午
前
を
労
働
組
合
の
み
が

参
加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
、
午
後
を
労

使
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
、
２
部

制
の
構
成
と
し
た
。
そ
の
背
景
は
、
こ
れ
ま

で
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
労
使
参
加
と
な

っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
労
働
組
合
側
が

労
使
関
係
上
の
問
題
を
一
方
的
に
主
張
す
る

よ
う
な
場
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

そ
の
労
使
関
係
上
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に

し
て
解
決
し
て
い
く
べ
き
か
を
労
使
で
考
え

る
場
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
ま
ず
は
労
働

組
合
だ
け
で
集
ま
り
、
労
使
間
の
問
題
を
話

し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
ど
う

や
っ
た
ら
解
決
で
き
る
か
、
午
後
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
で
事
例
を
交
え
た
中
で
考
え
て
も
ら
う

と
い
う
時
間
を
設
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
労
働
組
合

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

午
前
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
開
会
挨
拶
で
、
リ

Ｊ
Ｃ
Ｍ
の
海
外
事
業
体
に
お
け
る
建
設
労
使
関
係
構
築
の
た
め
の
取
り
組
み

建
設
的
労
使
関
係
構
築
に
向
け
た
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

岩
井  

伸
哉

Ｊ
Ｃ
Ｍ
国
際
局
部
長

は
じ
め
に

　
Ｊ
Ｃ
Ｍ
は
日
本
国
内
に
お
い
て
、
日
系
多

国
籍
企
業
に
お
け
る
中
核
的
労
働
基
準
遵

守
と
建
設
的
労
使
関
係
構
築
の
た
め
の
労

使
セ
ミ
ナ
ー
を
こ
れ
ま
で
20
回
に
渡
り
開
催

し
て
い
る
。
加
え
て
タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
事
業
を
展

開
し
て
い
る
日
系
多
国
籍
企
業
の
労
使
を
対

象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
は
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
加
盟
組
織
で
あ
る
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
金
属
労
働
組
合
連
合
）
と
、

Ｆ

－

Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｋ
（
金
属
機
械
電
機
労

働
組
合
連
合
）
と
の
協
力
の
も
と
実
施
し
て

い
る
。

　

2
0
1
7
年
5
月
16
日
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
か

ら
40
k
m
離
れ
た
ブ
カ
シ
市
に
あ
る
工
業

団
地
「
Ｍ
Ｍ
2
1
0
0
」
内
の
会
議
ホ
ー

ル
に
て
、
第
８
回
と
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
た
。
前
回
Ｍ
Ｍ
2
1
0
0
で
開

催
し
た
の
は
2
0
1
4
年
で
、2
0
1
5
年
、

2
0
1
6
年
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
ブ
カ
シ

か
ら
更
に
東
に
位
置
す
る
カ
ラ
ワ
ン
で
開

デ
ン
・
ハ
タ
ム
・
ア
ジ
ズ
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
事
務

局
長
は
、「
こ
の
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
労
働
組
合
に
と
っ
て
も
重
要

で
、
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
労
使

関
係
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
鍵
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
自
分
た
ち
だ
け
で
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
際
的

な
視
点
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
良
い
機
会
で

も
あ
る
。
国
際
的
な
環
境
変
化
や
技
術
変

化
が
労
使
関
係
に
も
影
響
を
与
え
る
。
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
時
代
の
中
で
生
き
残
っ
て
い
く

た
め
の
地
位
固
め
、
よ
り
よ
い
労
使
関
係
構

築
の
た
め
に
議
論
し
た
い
」
と
こ
の
労
使
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

主
催
者
代
表
で
開
会
挨
拶
を
行
っ
た
の

は
、
浅
沼
弘
一
Ｊ
Ｃ
Ｍ
事
務
局
長
で
あ
る
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
午
前
と
午
後
に
分

け
た
こ
と
の
説
明
、
係
争
中
の
労
使
関
係
の

報
告
の
み
で
な
く
、
ど
う
し
た
ら
建
設
的
な

労
使
関
係
を
構
築
で
き
る
か
、
事
例
を
も
と

に
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
、参
加
者
に
呼
び

か
け
た
。

　

Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
と
Ｆ

－

Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｋ
の

ト
ッ
プ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
報
告
を
行
っ

た
。
リ
デ
ン
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
事
務
局
長
は
、
産

別
と
し
て
労
使
関
係
、
福
祉
制
度
、
雇
用
政

策
（
特
に
派
遣
労
働
や
研
修
生
制
度
）、
経

済
政
策
に
つ
い
て
、
政
府
に
労
働
組
合
の
声

を
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
る
一
方

で
、
企
業
内
の
労
使
関
係
を
重
視
し
、
建
設

的
な
労
使
関
係
を
基
礎
に
団
体
協
約
締
結

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘

し
た
。
こ
れ
は
産
別
レ
ベ
ル
の
社
会
対
話
と

企
業
レ
ベ
ル
の
社
会
対
話
を
共
に
促
進
し
て

い
き
た
い
と
い
う
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
の
方
針
が
反

TOPICS

労使ワークショップ参加者との集合写真
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インドネシア労働組合ワークショップにおける意見交換の内容 ①

【意見】これまで労働組合の意見を政府や企業に伝えようと努
力してきたが、失敗に終わっている。また労働運動活動家が
犯罪者とみなされている。このような状況において、さらな
る活動の強化という手法が有効なのか。関係者を説得、納得
させるために他の方法を探すべきではないか
（ＦＳＰＭＩ東ジャワ地方本部電機電子担当）

【意見】組合員にとって重
要な意味を持つ労働協約
であるが、交渉の際に会
社は労働条件の水準を引
き下げたり、労働組合か
らの提案を受け入れなかっ
たり、妥結できないことも
多い。その場合は現行の
労働協約を延長するしかな
い。労働協約の更新は無
理だとしても、労使で合意
を形成し、進展させること
はできないか
（ＦＳＰＭＩ東ジャワ地方
本部電機電子担当）

【答弁】今の政府は労働組合に対し厳しい態度で臨んでいる。労働
者や国民の声を聴いていない。一方で労働組合側は多くのナショナ
ルセンターに分裂している。共同行動の努力は継続しているが、一
緒に行動しているとは言えない。また、行動のあとでフォローアッ
プが行われていない。見直しが必要である
（リデンＦＳＰＭＩ事務局長）

【答弁】労働協約は労使が共同で
建設的な話し合いを通じて形成
する合意である。ＦＳＰＭＩでは
少なくとも月１回は労使で会って
話をするべきであると提言して
いる。経営側から生産計画など
の情報提供、労働組合からは要
望の打診、労使共通の課題など、
話し合う項目は少なくない。経営
側が強力で労働組合が弱い場合
には労働組合は抑圧され、その
反対の場合には会社運営が停滞
してしまう。どんな場合でも労使
間のコミュニケーションを確保・
向上させることが重要である
（リデンＦＳＰＭＩ事務局長）

【答弁】インドネシアの労
働組合の基本的な形態は
企業別労働組合である。
労働組合が弱い場合には
労働協約が締結できない
ということになる。労働
組合は経営側と協議がで
きるよう力を持つ必要が
ある。労使間の協議がで
きない場合は紛争が長期
化する。上部団体の仕事
は企業別組織の協議能力
の強化である
（デディＬＯＭＥＮＩＫ会長）

【答弁】経営側からの労働条件の引き下げ
についての提案にどう対応したらいいか、
という課題であるが、労働条件の引き下
げにはその理由があるはず。会社業績や
財務状況が厳しいのか、使われていない
制度を整理するのか、業績を上げるため
の努力を従業員にもお願いしているのか、
徹底的に議論するべきである。また労働
組合の力が弱いと紛争が長期化するとい
うような話もあったが、労働組合は従業
員をただ組織化すればいいのではなく、
組合員の要望や意見を集約し会社に提示
することや、会社から提供された情報を
組合員と共有することや、労使の話し合
いについて組合員と共有・議論するなど、
そういった取り組みも必要である
（浅沼ＪＣＭ事務局長）

対政府、対企業への取り組み方針について

労働協約の交渉や締結について

図１ インドネシアのインダストリオール加盟組織の状況（2017年1月時点）

＊インドネシアにある80以上の労働組合の中で、主要組織とされているナショナルセンターはＫＳＰＩ、ＫＳＢＳＩ、ＫＳＰＳＩの３組織であり、
　それぞれに金属産別労働組合が加盟している。
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午
前
の
労
働
組
合
の
み
の
参
加
に
よ
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
産
別
本
部
と
地
域
本
部

と
の
間
の
話
し
合
い
と
い
う
意
味
合
い
が
強

か
っ
た
と
い
え
る
。
産
別
内
部
の
意
思
の
疎

通
の
問
題
、
特
に
運
動
方
針
や
活
動
方
針

の
共
有
と
い
う
課
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
当
初
は
労
使
紛
争
の
案
件
に
つ
い
て
、

映
さ
れ
て
い
る
。

　

デ
デ
ィ
・
ス
ヘ
ン
デ
ィ
Ｆ

－

Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｎ

Ｉ
Ｋ
会
長
は
、
2
0
1
5
年
第
78
号
法（
最

低
賃
金
の
決
定
法
に
関
す
る
法
律
）
な
ど

に
つ
い
て
国
レ
ベ
ル
で
の
社
会
対
話
を
促

進
す
る
こ
と
、
企
業
内
に
お
い
て
労
使
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
、

産
別
と
し
て
そ
の
よ
う
な
促
進
活
動
に
資
す

る
よ
う
な
、
産
業
別
、
地
域
別
の
労
使
の
対

話
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
後
こ
の
よ
う
な
産
別
本
部
か
ら
の
報
告

に
沿
う
形
で
参
加
者
と
の
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
参
加
者
、
特
に
産
別
の
地
方
組
織
の
専

従
者
か
ら
の
意
見
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

い
か
に
経
営
側
が
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
い
る

か
な
ど
の
苦
情
が
多
く
出
て
く
る
か
と
考
え

て
い
た
が
、
冒
頭
産
別
ト
ッ
プ
か
ら
の
話
の

中
で
「
建
設
的
労
使
関
係
構
築
の
た
め
の
労

働
組
合
の
努
力
の
重
要
性
」
に
触
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
よ
り
建
設
的
な
議
論
内
容
に
な
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
議
論
の
流
れ

インドネシア労働組合ワークショップにおける意見交換の内容 ②

【意見】雇用制度に正規雇用の
ほかに、有期契約、派遣労働（ア
ウトソーシング）、実習生とい
うような制度がある。実習生制
度は2012年の政令に基づきカ
ラワン地域で開始された。実習
生にはお小遣い程度を支払えば
いいということで、会社にとっ
ては労働コスト削減になる。こ
の制度について会社は労働組合
との協議を行わず、労働組合に
とってこの制度は非常に悩まし
い。政府の後押しもある
（ＦＳＰＭＩ東ジャワ地方本部組織
化・法律支援担当）

【意見】良い労使関係を作るため
には、会社が良い態度をとって
もらう必要がある。そのための
教育が必要。ＦＳＰＭＩ本部で
も地域本部でも良い態度という
ことを教育していくべきと考え
ている。またＪＣＭにはインドネ
シアの労働組合と経営側との懸
け橋になってもらいたい
（ＦＳＰＭＩ単組参加者）

【意見】このようなワークショップは
有益ではあるが、インドネシアに進
出している日系企業、特に最近にな
って進出している日系企業には、イ
ンドネシアの法律や慣習、文化への
理解が深まっていない。また往々に
してそれらの企業は反労働組合的で
ある。コミュニケーションの前に、
インドネシアについて理解してもら
うことが必要である
（ＦＳＰＭＩカラワン地域本部）

【答弁】派遣労働（アウトソーシン
グ）については政令で明確に５業
種に制限されているが、実際には
あらゆる工程に導入されている。
実習生制度については、会社は
政令に基づいて対応してもらいた
い。実習生制度を導入するにあた
っては、会社は、研修施設を設置
し、労働時間の中に工程での実習
と座学や研修施設での訓練の時
間を設けることである。その要件
を満たしているかどうか、労働組
合は監視しなければならない。会
社側がそれを守っていなければ労
使の話し合いを通じて経営側に
是正を要請するべきである
（リデンＦＳＰＭＩ事務局長）

【答弁】労働組合側もスキルを高
めることは重要である。ＦＳＰＭ
Ｉとしてセミナーやフォーラムを
開催していきたい
（リデンＦＳＰＭＩ事務局長）

【答弁】善意や礼節をもって交渉
に臨むことが大事である。労働組
合の態度は会社側の態度に影響
を与える。相互信頼を作っていこ
うとする姿勢が必要。それは企業
内の労使関係でも、産業や国レ
ベルの労使関係でも同様である
（デディＬＯＭＥＮＩＫ会長）

【答弁】教育訓練は非常に
重要である。インドネシア
の労働組合もすでに様々
なプログラムがあると思う
が、今後われわれに何が
できるか考えていきたい
（浅沼ＪＣＭ事務局長）

【答弁】ＪＣＭでは日本国内においても同様のセミナーを開
催し、労使に理解を深めてもらう努力をしている。海外で
事業を展開している日系企業の中には日本国内に労働組合
がない企業も少なくない。ＦＳＰＭＩや日本国内の関係労
働組合と連携し対応している
（浅沼ＪＣＭ事務局長）

非正規労働（特に実習生制度）に関する課題への対応について

労働組合に対する経営側の姿勢について

経営側のインドネシアについての理解を深めることの重要性

【答弁】労働組合として会
社が法律を守っているか
どうか運用状況をチェック
することは重要な活動であ
る。また法律に違反してい
るようなことがあれば会社
に伝えなければならない。
それは労働組合の役割で
ある。また法制度自体の可
否については、産業や国の
レベルで議論していく必要
がある。それは産別労組や
ナショナルセンターの役割
である
（浅沼ＪＣＭ事務局長）

労使ワークショップ
全体討議の模様
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た
ど
っ
て
き
た
労
使
関
係
上
の
歴
史
的
課

題
や
生
産
性
運
動
に
つ
い
て
の
説
明
と
と
も

に
、
午
前
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
議
論
内
容
を

含
め
た
報
告
を
行
っ
た
。

Ｍ
Ｍ
2
1
0
0
工
業
団
地
に
お
け
る

労
使
対
話
促
進
の
取
り
組
み

　

Ｍ
Ｍ
2
1
0
0
に
限
ら
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
国
内
、
特
に
製
造
業
が
集
積
す
る
ジ
ャ
カ

ル
タ
の
東
側
、
チ
カ
ン
ペ
ッ
ク
高
速
道
路
沿

い
の
工
業
団
地
で
は
こ
れ
ま
で
労
使
紛
争
が

数
多
く
発
生
し
て
き
た
。
大
手
日
系
企
業
に

関
わ
る
大
規
模
な
労
使
紛
争
も
少
な
く
な

く
、
労
働
組
合
の
抗
議
行
動
で
は
そ
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
な
っ
て
き
た
（
表
：
労
使
紛
争
と

労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
経
緯 

参
照
）。
Ｍ
Ｍ

2
1
0
0
は
20
年
以
上
の
歴
史
を
有
す
る

工
業
団
地
で
あ
り
、
サ
イ
ー
ド
・
イ
ク
バ
ル

Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
会
長
の
出
身
企
業
も
入
居
し
て

い
る
な
ど
、
地
域
の
労
働
運
動
発
祥
の
地
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。そ
の
よ
う
な
中
、

早
く
か
ら
労
使
関
係
上
の
課
題
に
対
処
し

て
き
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
、
経
営
側
を
代
表
し
ダ

ル
ウ
ォ
ト
Ｍ
Ｍ
2
1
0
0
人
事
労
務
担
当

が
報
告
し
た
。
Ｍ
Ｍ
2
1
0
0
で
は
、
ト
ッ

プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
主
に
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
ス
タ
ッ
フ
の
人
事
労
務
担
当

者
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
設
置
し
、
労
使
関
係
上

の
課
題
に
対
応
し
て
き
た
。
一
方
で
労
働
組

合
側
も
工
業
団
地
レ
ベ
ル
で
の
情
報
交
換
を

て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
労
働
移
住
省
事
務
次
官
が

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
を
代
表
し
、
ま
た
エ
フ

ェ
ン
デ
ィ
・
ブ
カ
シ
労
働
局
長
が
ブ
カ
シ
市

政
府
を
代
表
し
挨
拶
を
行
っ
た
。
浅
沼
Ｊ
Ｃ

Ｍ
事
務
局
長
か
ら
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
の
労
使
関
係
の

関
す
る
考
え
方
を「
労
使
は
車
の
両
輪
」「
労

使
は
鏡
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
と
、
日
本
が

は
、
午
後
の
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
活

か
さ
れ
た
。

建
設
的
労
使
関
係
構
築
に
向
け
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
労
使

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

午
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
来
賓
と
し

行
っ
て
い
た
。Ｍ
Ｍ
2
1
0
0
で
は
さ
ら
に
、

経
営
側
と
労
働
組
合
側
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
つ

な
ぐ
労
使
の
話
し
合
い
の
場
を
作
り
、
話
し

合
い
に
よ
る
合
意
形
成
を
模
索
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

ダ
ル
ウ
ォ
ト
氏
は
「
労
使
関
係
と
は
使
用

者
、
労
働
者
、
政
府
が
関
与
す
る
も
の
で

あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
是
で
あ
る
パ
ン

チ
ャ
シ
ラ
の
原
則
に
沿
っ
て
労
使
関
係
を
形

成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
」「
労
働
組
合
は
、

民
主
的
な
活
動
を
行
い
、
組
合
員
と
そ
の
家

族
の
生
活
の
向
上
を
求
め
て
い
る
。
使
用
者

は
雇
用
創
出
、
維
持
、
福
祉
向
上
、
従
業
員

と
の
民
主
的
関
係
の
構
築
を
願
っ
て
い
る
。

政
府
は
政
策
の
遂
行
、
法
制
度
の
管
理
・
監

図 2  ＭＭ 2100 フォーラム・コミュニカシの概要

インドネシアの国是。下記の５つの原則で構成されている。
1. 唯一神への信仰（Katuhanan Yang Maha Esa）
2. 公正で文化的な人道主義
   （Kemanusiaan Yang Adil dan Beradab）
3. インドネシアの統一（Persatuan Indonesia）
4. 合議制と代議制における英知に導かれた民主主義
  （Kerakyatan Yang Dipimpin oleh Hikmat  
   Kebijaksanaan, Dalam Permusyawaratan/ Perwakilan）
5. 全インドネシア国民に対する社会的公正
  （Keadilan Sosial Bagi Seluruh Rakyat Indonesia）

パンチャシラとは
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営
側
内
部
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充

実
と
、
使
用
者
と
従
業
員
や
労
働
組
合
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
た
。

例
と
し
て
、「
入
居
企
業
す
べ
て
が
労
使
関

係
を
得
意
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
新

し
い
入
居
企
業
の
中
に
は
労
使
関
係
は
も
と

よ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
法
制
度
を
理
解
し

て
い
な
い
よ
う
な
企
業
も
あ
る
。
そ
う
い
っ

た
企
業
へ
の
サ
ポ
ー
ト
業
務
に
つ
い
て
も
、

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
よ
う
な
継
続
的
な
話
し

合
い
の
場
が
有
効
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

企
業
内
の
労
使
対
話

促
進
の
事
例

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
特
徴
の
一
つ

2000年
ＭＭ2100工業団地内の日系大手電機電子産
業企業Ａ社において、従業員1000人あまり
が関わる大規模な労使紛争発生。

2002年11月 上述の企業Ａ社が撤退を表明。
翌年３月に閉鎖。

2009年４月
ＭＭ2100の近隣の工業団地に入居する日系
大手電機電子産業企業Ｂ社において、従業員
700名あまりが関わる大規模な労使紛争発生

2010年６月
ＭＭ2100内会議ホールにて、第１回イン
ドネシア労使ワークショップを開催。以降
2014年開催の第５回までＭＭ2100で開催

2011年

ー

2012年

社会保障制度の改善、最低賃金の順守、派
遣労働の撤廃などを要求する労働組合の抗
議行動が、工業団地内で展開される。
労働組合は、企業が違法な派遣労働をして
いないかを監視、会社側に遵守を求める「ス
ウィーピング活動」を行う。
労働組合側の「行き過ぎた」活動が問題と
なる。

2013年２月
タイ・サムトプラカーンにて、第１回タイ労
使ワークショップを開催。以降、ＪＣＭはタ
イ国内でも同様の取り組みを展開。

2013年11月

ＫＳＰＩなどの労働組合は、社会保障制度
の改善、最低賃金の順守、派遣労働の撤廃
を要求する全国規模（主催者発表で300万
人が参加）の抗議行動実施。

2014年６月

第５回インドネシア労使ワークショップを
ＭＭ2100内会議ホールで実施。
開催中に他の労働組合による
「スウィーピング」が工業団地内で行われる。

2015年 上述の企業Ｂ社が
他の外資系企業に売却される。

2017年６月

2015年、2016年と労使ワークショップは
カラワン地域で実施。
本年は場所をＭＭ2100内会議ホールに戻し、
構成を新たにして開催。

督
、
取
り
締
ま
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
政
労
使
が
パ
ン
チ
ャ
シ
ラ
の
原
則
・
価

値
観
に
沿
っ
て
繁
栄
し
た
社
会
を
作
っ
て
い

こ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」「
そ
の
た
め

に
は
話
し
合
い
に
よ
る
合
意
形
成
が
必
要
で

あ
る
。
政
労
使
三
者
の
社
会
対
話
と
は
そ
れ

ぞ
れ
が
、
尊
重
し
あ
う
と
い
う
こ
と
で
あ

る
」
と
述
べ
、Ｍ
Ｍ
2
1
0
0
内
に
お
け
る

労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム
設
置
の
目
的
と
意
義
を

説
明
し
た
。

　

そ
れ
で
も
労
使
紛
争
は
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
労
使
関
係

を
さ
ら
に
良
く
し
て
い
け
る
か
検
討
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
外
国
人
と
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
ス
タ
ッ
フ
と
い
う
使
用
者
経

労使紛争と労使ワークショップの経緯

に
、
建
設
的
労
使
関
係
構
築
に
つ
い
て
、
労

使
が
そ
ろ
っ
て
報
告
す
る
と
い
う
時
間
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
日
系
自

動
車
部
品
製
造
企
業
Ｃ
社
か
ら
労
使
が
参

加
し
て
報
告
を
行
っ
た
。
2
0
0
9
年
に

Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
加
盟
組
織
と
し
て
企
業
内
労
働

組
合
を
組
織
化
し
た
が
、
1
0
0
0
人
以
上

い
る
従
業
員
の
ほ
と
ん
ど
が
派
遣
労
働
者

（
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
労
働
者
）
で
あ
り
、
組

合
に
加
入
し
た
の
は
当
初
1
6
0
人
余
り

で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
反
発
し
た

労
働
組
合
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
交
渉
を

行
い
、
段
階
的
に
派
遣
労
働
者
を
削
減
し

て
い
く
こ
と
に
労
使
合
意
し
た
。
こ
れ
を

受
け
さ
ら
な
る
要
求
を
主
張
す
る
組
合
員

も
い
た
と
の
こ
と
だ
が
、
委
員
長
ら
企
業
別

労
働
組
合
執
行
部
は
、「
会
社
は
労
働
者
が

貢
献
し
、
対
価
を
受
け
取
る
場
で
あ
り
、
そ

う
い
う
存
在
で
あ
る
。
会
社
の
発
展
こ
そ
労

働
組
合
が
持
続
し
て
い
け
る
基
盤
で
あ
る
」

と
組
合
員
に
説
明
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ス
ト
ラ
イ
キ
も
交
え
た
前
回
の
交
渉
時

に
は
、
第
一
組
合
対
抗
組
織
と
し
て
の
第

二
組
合
設
立
を
も
く
ろ
ん
だ
り
、
委
員
長
・

書
記
長
を
一
時
停
職
さ
せ
る
な
ど
、
強
硬
な

態
度
を
と
っ
て
い
た
会
社
か
ら
も
報
告
が
あ

っ
た
。
同
社
人
事
労
務
部
か
ら
の
報
告
で

は
、強
硬
な
労
働
組
合
の
姿
勢
に
対
し
、「
尊

重
」「
信
頼
」「
関
与
」
を
原
則
と
し
、
ま
ず

は
労
働
組
合
と
話
を
始
め
、
ま
た
紛
争
が

起
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
事
実
だ
け
で
は
な

く
、
な
ぜ
起
き
て
し
ま
っ
た
の
か
を
全
社
員
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し
合
い
が
で
き
る
場
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
触
れ
た
。

と
り
ま
と
め
と
閉
会

　

オ
ボ
ン
・
タ
ブ
ロ
ニ
Ｆ

Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
筆
頭
副
会
長
：
わ

れ
わ
れ
を
取
り
巻
く
環
境

は
日
々
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、

変
化
し
て
き
て
い
る
。
競

争
も
激
化
し
て
い
る
。
ま
た

会
社
も
創
設
者
や
第
一
世

代
と
、
そ
の
後
の
世
代
が
同

じ
考
え
方
で
あ
る
と
は
限

ら
な
い
。
日
本
で
は
終
身
雇

用
と
言
わ
れ
て
い
た
が
そ
れ

も
変
化
し
て
い
る
。
政
府
も

ル
ー
ル
の
変
更
を
行
っ
て
き

て
い
る
。
そ
れ
は
企
業
文
化

や
労
働
協
約
、
労
使
関
係

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

わ
れ
わ
れ
労
働
組
合
は
そ

の
よ
う
な
変
化
が
、
衝
突

を
招
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

 

小
尾
吉
弘
Ｂ
Ｆ
Ｉ
Ｅ
社
長
：
今
回
こ
の
よ

う
な
建
設
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
議
論
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
、
誇
り
に
思
う
。
Ｍ
Ｍ

2
1
0
0
に
お
け
る
建
設
的
労
使
関
係
構

築
の
努
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

い
。「
尊
重
」「
信
頼
」「
関
与
」
と
い
う
話

が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
「
我
慢
強
く
」
と
い

う
言
葉
を
加
え
た
い
。
労
使
双
方
が
人
の
話

を
聞
く
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今
後

も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

 

浅
沼
弘
一
Ｊ
Ｃ
Ｍ
事
務
局
長
：
国
際
競
争

の
激
化
や
産
業
構
造
の
変
化
の
な
か
で
さ
ら

に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
産
業
政
策
を

考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
労
使
が

共
通
の
土
台
で
議
論
が
で
き
れ
ば
と
考
え

る
。
今
回
約
1
5
0
名
の
参
加
者
の
う
ち
、

三
分
の
一
は
経
営
側
の
み
な
さ
ん
の
参
加
だ

っ
た
。
今
回
の
成
果
を
、
今
回
参
加
し
て
い

な
い
労
働
組
合
役
員
や
経
営
側
の
み
な
さ
ん

に
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
終
了
後
、
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ

本
部
を
訪
問
し
、
今
回
の
評
価
と
次
回
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
懇
談
し
た
。
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
か
ら
は
、「
経

営
側
か
ら
の
参
加
は
い
つ
も
よ
り
格
段
に
多

く
、
成
果
が
あ
っ
た
」「
し
か
し
本
当
に
参

加
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
会
社
経

営
者
か
ら
の
参
加
が
な
か
っ
た
」「
金
属
産

業
と
い
う
枠
組
み
だ
け
で
な
く
、鉄
鋼
産
業
、

自
動
車
産
業
や
電
機
電
子
産
業
と
い
う
よ

う
な
、
個
別
の
産
業
に
お
け
る
労
使
関
係
に

つ
い
て
議
論
す
る
場
が
あ
れ
ば
と
思
う
」
と

い
う
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｍ
か

で
同
じ
考
え
を
共
有
す
る
重
要
性
に
つ
い
て

認
識
、
最
終
的
に
は
「
経
営
者
に
と
っ
て
従

業
員
は
最
大
の
資
産
で
あ
り
、
人
と
機
械
と

は
違
う
」
と
し
、
労
使
間
の
話
し
合
い
を
中

心
と
し
た
建
設
的
労
使
関
係
の
構
築
と
い
う

成
果
を
あ
げ
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。特
に
、

労
使
交
渉
の
場
が
以
前
は
怒
鳴
り
あ
い
だ
っ

た
が
、
今
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
本
質
的
な
話

ら
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｐ

－

Ｌ
Ｅ
Ｍ
な
ど
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
未
加
盟
で
は
あ
る
が
、
金
属
産
業

の
労
働
組
合
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
議
論

に
参
加
し
て
も
ら
う
べ
き
で
は
な
い
か
と

提
起
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
議
論
を
受
け

て
、次
回
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
労
使
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
は
2
0
1
8
年
６
月
27
日（
水
）
に

同
じ
く
Ｍ
Ｍ
2
1
0
0
内
会
議
ホ
ー
ル
に

て
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
開
催
に
あ
た
っ

て
は
そ
の
準
備
を
下
記
の
よ
う
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

①
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
の
組
織
要
覧
を
も
と
に
、
Ｊ

Ｃ
Ｍ
か
ら
も
、
加
盟
組
織
を
通
じ
た
参
加

呼
び
か
け
を
行
う
な
ど
重
点
的
に
取
り

組
む
。

②
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
も
自
動
車
工
業

会
や
電
機
電
子
工
業
会
と
い
う
業
界
の
経

営
者
団
体
が
存
在
す
る
た
め
Ｊ
Ｃ
Ｍ
と
Ｆ

Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
か
ら
招
待
状
を
送
付
し
、
参
加

を
呼
び
掛
け
る
。
可
能
で
あ
れ
ば
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
内
で
の
講
演
を
依
頼
す
る
。

③
今
回
と
同
様
に
午
前
と
午
後
に
分
け
、
午

前
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
労
働
組
合
の
み
、
午

後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
事
例
研
究
を
中
心
と

し
た
議
論
と
す
る
。

④
参
加
者
に
よ
る
好
事
例
の
共
有
、
お
よ
び

労
使
双
方
か
ら
の
報
告
を
中
心
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
構
成
し
て
い
く
。

図3  Ｃ社労使報告の概要


